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芹
沢
公
園
の
樹
林
地
で
は
各
所

で
土
砂
の
流
出
が
見
ら
れ
、
こ
の

ま
ま
放
置
す
れ
ば
谷
戸
の
崩
壊
に

も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
深
刻
な
状

態
で
す
。
そ
の
原
因
は
、
二
つ
。

一
つ
は
雨
水
処
理
の
問
題
。
雨
水

排
水
施
設
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
二
つ
目
は
、
林
床
の
裸
地
化
。

間
伐
や
除
伐
、
下
刈
り
な
ど
の
適

正
な
森
林
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
対
策
に
つ
い
て
提
案
し
ま

す
。
雨
水
処
理
に
つ
い
て
は
、中
・

長
期
的
に
は
雨
水
排
水
施
設
を
整

備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
面

の
対
策
で
は
、
東
側
駐
車
場
の
浸

透
性
舗
装
が
経
年
劣
化
で
浸
透
性

が
低
下
し
て
い
ま
す
の
で
、
改
修

す
る
こ
と
。
ま
た
、
雨
水
浸
透
ま

す
の
増
設
や
間
伐
し
た
木
や
下
刈

り
し
た
枯
草
な
ど
に
よ
る
土
留
め

の
設
置
が
必
要
で
す
。

　

森
林
管
理
に
つ
い
て
は
、
周
期

的
な
伐
採
や
間
伐
な
ど
に
よ
る
適

正
な
管
理
を
行
う
べ
き
で
す
。
か

つ
て
里
山
が
守
ら
れ
て
き
た
の
は
、

自
然
と
人
間
の
活
動
と
の
平
衡
点
、

バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て

き
た
こ
と
を
肝
に
銘
じ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
以
上
の
対
策
を
進
め

て
行
く
上
で
、
行
政
事
務
を
改
善

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は

芹
沢
公
園
の
理
念
を
実
現
す
る
管

理
運
営
方
針
を
定
め
る
こ
と
。
二

つ
目
は
、
公
園
の
管
理
運
営
を
市

民
協
働
で
行
う
仕
組
み
づ
く
り
を

行
う
こ
と
で
す
。
以
上
の
点
に
つ

い
て
、
当
局
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

雨
水
処
理
対
策
は

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
ご
提
案
い

た
だ
い
た
こ
と
つ
い
て
は
、
谷
戸

の
保
全
の
た
め
進
め
て
参
り
ま
す
。

森
林
計
画
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が

ら
適
正
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

沖
永　

明
久　
議
員
《
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
》

芹
沢
公
園
の
森
を
守
る
た
め
に

５
・
15
・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　

22
・
全
国
市
議
会
議
長
会
第

89
回
定
期
総
会
…
東
京

都
千
代
田
区

　
　

23
・
長
野
県
東
御
市
議
会
行

政
視
察
来
庁

　
　

24
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

・
代
表
者
会
議

　
　

28
・
厚
木
基
地
周
辺
市
議
会

基
地
対
策
協
議
会
総
会

　
　

31
・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

６
・
７
・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

　
　

10
・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

　
　

11
・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

　
　

13
・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

      　
・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

　
　

14
・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

      　
・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　

17
・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　

20
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

24
・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会

　
　

25
・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議

会
第
１
回
臨
時
会

　
　

26
・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

行
政
視
察
…
宮
城
県
東

松
島
市
、
航
空
自
衛
隊

松
島
基
地
（
～
27
）

　
　

28
・
大
和
斎
場
組
合
議
会
第

１
回
臨
時
会

７
・
１
・
全
国
市
議
会
議
長
会
基

地
協
議
会
第
79
回
理
事

会
…
東
京
都
千
代
田
区

　
　

３
・
厚
木
基
地
周
辺
市
議
会

基
地
対
策
協
議
会
行
政

視
察
…
福
岡
県
行
橋
市
、

航
空
自
衛
隊
築
城
基
地

（
～
４
）

議
会
日
誌

　

昨
年
成
立
し
た
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
３
法
に
よ
り
、
小
規
模
保

育
や
保
育
マ
マ
な
ど
多
彩
な
保
育

支
援
が
拡
充
さ
れ
、
２
０
１
５
年

に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
本
市
に
は

保
育
園
が
公
立
、
私
立
合
わ
せ
て

18
園
、
認
定
届
出
施
設
２
園
と
近

隣
他
市
に
比
べ
多
い
方
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
待
機
児
童
の

解
消
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
優

先
順
位
の
低
い
家
庭
は
何
年
待
っ

安
田　

早
苗　
議
員
《
公
明
党
》

待
機
児
童
解
消
に
つ
い
て

て
も
入
れ
ず
、
仕
事
を
し
た
く
て

も
で
き
な
い
お
母
さ
ん
た
ち
に
と

っ
て
は
待
機
児
童
の
問
題
は
切
実

で
あ
り
、
特
に
１
歳
児
か
ら
２
歳

児
の
低
年
齢
児
の
受
け
入
れ
不
足

が
深
刻
で
す
。
第
４
次
総
合
計
画

の
中
の
「
平
成
32
年
ま
で
に
待
機

児
童
を
ゼ
ロ
に
す
る
」
と
の
目
標

の
実
現
に
向
け
て
当
局
の
取
り
組

み
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
規
模
施
設
あ
る
い
は

保
育
マ
マ
な
ど
の
家
庭
的
保
育
が
、

こ
れ
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
有
効
で
あ

る
と
考
え
ま
す
が
当
局
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

平
成
26
年
４
月
に

小
田
急
相
武
台
ビ
ル
に
新
た
な
保

育
園
を
開
所
す
る
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し

た
保
育
園
の
建
て
か
え
に
向
け
、

整
備
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
公

立
保
育
園
を
民
間
移
管
す
る
こ
と

で
国
の
補
助
制
度
を
有
効
活
用
し
、

保
育
園
の
整
備
を
進
め
る
中
、
待

機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

小
規
模
施
設
や
家
庭
的
保
育
に

つ
い
て
は
、
待
機
児
童
が
低
年
齢

児
に
多
い
こ
と
か
ら
有
効
と
考
え

ま
す
。
今
後
の
待
機
児
童
の
推
移

を
視
野
に
入
れ
、
本
市
に
と
っ
て

待
機
児
童
対
策
と
し
て
有
効
な
施

策
か
ど
う
か
研
究
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

相
模
が
丘
周
辺
道
路
に
つ
い
て
、

ま
ず
、
辰
街
道
の
東
電
の
資
材
置

き
場
部
分
に
昨
年
度
１
０
０
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
歩
道
が
設
置
さ
れ
、
大

き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
と

し
て
は
大
変
に
喜
ん
で
お
り
、
担

当
当
局
の
粘
り
強
い
取
り
組
み
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に

引
き
続
き
取
り
組
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

次
に
、
市
民
球
場
か
ら
二
ツ
塚

線
に
抜
け
る
市
道
相
模
が
丘
１
８

１
号
線
に
つ
い
て
は
、
ご
存
じ
の

と
お
り
狭
隘
で
乗
用
車
が
す
れ
違

え
る
道
路
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安

全
性
や
道
路
事
情
を
考
え
る
と
、

一
方
通
行
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
ご
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
き
な
課
題
は
や
は
り
、

日
産
カ
レ
ス
ト
座
間
地
区
の
再
開

発
に
お
け
る
大
型
商
業
施
設
出
店

に
よ
る
県
道
50
号
座
間
大
和
線
ほ

か
周
辺
道
路
へ
の
影
響
で
す
。
県

道
50
号
に
あ
ふ
れ
た
車
は
必
ず
相

模
が
丘
の
生
活
道
路
へ
侵
入
し
て

き
ま
す
。
小
松
原
交
差
点
の
渋
滞

緩
和
と
相
模
が
丘
の
生
活
道
路
へ

の
流
入
防
止
の
た
め
、
一
つ
ず
つ

規
制
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
ご

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

市
道
６
号
線
の
歩

道
は
、
用
地
協
力
が
得
ら
れ
ま
し

た
ら
で
き
る
限
り
早
く
整
備
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
球
場
南
側
の
市
道
相
模
が

丘
１
８
１
号
線
の
交
通
規
制
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
交
通
管
理
者
で

あ
る
座
間
警
察
署
と
協
議
し
、
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

大
型
商
業
施
設
出
店
に
伴
う
相

模
が
丘
の
生
活
道
路
へ
の
通
行
車

両
の
流
入
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か

の
対
応
が
必
要
と
考
え
、
交
通
規

制
等
に
つ
い
て
警
察
署
と
調
整
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
沢　

本
尚　
議
員
《
公
明
党
》

大
型
商
業
施
設
出
店
に
伴
う

渋
滞
対
策
を

　

住
宅
の
増
加
や
敷
地
の
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
化
に
加
え
、
異
常
気
象
に

よ
る
突
発
的
な
集
中
豪
雨
等
に
よ

り
、
雨
水
被
害
が
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
ひ
ば
り
が
丘
・
小
松
原
地

域
は
引
地
川
流
域
で
す
が
、
引
地

川
の
河
川
整
備
と
ひ
ば
り
が
丘
幹

線
下
水
道
の
整
備
が
遅
れ
て
お
り
、

浸
水
被
害
な
ど
の
改
善
の
見
込
み

が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
流
域
対
策

が
見
込
め
な
い
以
上
、
現
在
と
れ

る
手
だ
て
は
治
水
対
策
で
す
。

　

ひ
ば
り
が
丘
三
丁
目
遊
水
地
の

一
部
は
借
地
で
、
現
在
の
借
地
契

約
の
解
除
条
項
で
は
契
約
解
除
の

申
し
出
が
あ
る
と
遊
水
地
の
運
営

が
担
保
さ
れ
ず
リ
ス
ク
が
大
き
い

た
め
、
地
権
者
の
ご
理
解
を
頂

き
な
が
ら
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
大
和
市
側
に
残
っ
て

い
る
遊
休
地
の
活
用
を
、
同
じ
被

害
に
遭
っ
て
い
る
大
和
市
と
協
力

し
、
地
権
者
と
交
渉
し
て
い
く
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
被
害
軽
減
対
策
と
し

て
、
浸
水
・
冠
水
地
域
の
住
民
が

急
な
大
雨
に
対
応
で
き
る
よ
う
緊

急
用
簡
易
土
の
う
置
き
場
『
土
の

う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
の
設
置
や
、

水
害
対
策
な
ど
の
災
害
に
対
応
で

き
る
よ
う
退
任
自
衛
官
な
ど
の
再

雇
用
や
、
危
機
管
理
専
門
部
署
の

設
置
を
提
案
し
ま
す
。

　

上
下
水
道
部
長　

市
境
付
近
の

雨
水
対
策
は
共
通
の
問
題
で
あ
り
、

大
和
市
と
協
議
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
遊
水
地
の
確
保
は

財
政
的
に
難
し
く
、
運
営
安
定
化

に
向
け
借
地
契
約
内
容
を
研
究
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

市
民
部
長　

冠
水
や
浸
水
の
被

害
に
有
効
な
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

　

総
務
部
長　

今
年
度
ま
た
は
来

年
度
に
は
、
元
自
衛
官
を
任
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
田　

義
人　
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

『
ひ
ば
り
が
丘
・
小
松
原
地
区
』の

雨
水
対
策
促
進
を

　

昨
今
は
温
暖
化
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
爆
弾
低
気
圧
を
は
じ
め
ゲ

リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
風
水
害
に
も
見

舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
４
月
６
日
に

は
本
市
に
お
い
て
も
１
時
間
当
た

り
61
ミ
リ
の
雨
量
が
観
測
さ
れ
、

床
上
・
床
下
浸
水
、
道
路
冠
水
な

ど
、
40
件
の
被
害
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
地
震
、
風
水

害
な
ど
自
然
災
害
に
共
通
し
て
必

要
な
こ
と
は
、
い
か
に
迅
速
か
つ

的
確
な
対
応
を
す
る
こ
と
で
す
。

第
一
と
し
て
、
指
揮
命
令
系
統
の

組
織
体
制
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、

そ
の
組
織
体
制
が
災
害
時
に
い
か

に
確
実
に
機
能
を
果
た
す
か
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
本
市
に
お

い
て
も
災
害
対
策
本
部
組
織
体
制

が
と
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

さ
ら
に
万
全
の
対
策
を
確
立
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
震
並
び
に
風
水
害

な
ど
厳
し
い
災
害
現
場
な
ど
で
活

動
さ
れ
た
方
や
、
専
門
的
な
知
識

を
持
ち
総
合
的
に
そ
の
対
策
に
当

た
ら
れ
て
き
た
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の
方

な
ど
を
採
用
し
、
そ
の
も
と
で
新

た
に
危
機
管
理
室
を
設
置
す
る
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
ご
所

芥
川　

薫　
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

災
害
時
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制

（
５
面
へ
続
く
）


